
秩父神社（埼玉県）では、創建2100年奉祝事業である本殿の改修工事
が2018年から約5年間かけて大規模に行われている。このタイミングで
、日光東照宮の「眠り猫」などを作成した江戸の名工「左甚五郎」制作の
彫刻作品「つなぎの龍」を複製し、奉納するプロジェクトが開始された。

秩父神社所蔵の彫刻「つなぎの龍」を3Dプリンタで作成

有限会社原製作所様が3Dスキャンと
3Dデータ製作を行い、ミマキエンジニ
アリングのフルカラー3Dプリンタ
「3DUJ-553」で3Dプリントを実施、株式
会社晃和ディスプレイ様がショーケー
スを制作した。

フルカラー3Dデータを使って江戸の名
工の技術を忠実に再現

「龍を彩っている青色は、江戸時代では
天然石を砕いた岩絵の具で着色してい
るものなので、再現するのが難しくかな
り試行錯誤しました」と語るのは、有限
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「400年の歴史を誇る左甚
五郎の技術を現代の3Dプ
リンタの技術で記録をして
おこうという一つの取り組
みでした。江戸時代初期の
洗練された技術をどれだけ
3Dプリンタで再現できるか
ということの挑戦という意味
もございました」

会社原製作所代表取締役社長の原洋
介さん。高精度フルカラー3Dスキャン
技術を用いて、「つなぎの龍」を360度ス
キャンし、3Dデータ化した。その3Dデー
タをミマキエンジニアリングのフルカラ
ー3Dプリンタ「3DUJ-553」で3Dプリン
トし、「つなぎの龍」実物の1/5サイズと
して形作った。1000万色以上のフルカ
ラー3Dプリントにより、鮮やかな色彩を
忠実に再現した。

一般的に文化財の保護というと、手作業
で行うことが多い。今回の復元には、彫
りや手塗りなどの手作業は一切行わず、
3Dデータと3Dプリントだけで複製した。
3Dデータ製作を行った原さんはこう語
る。

「そもそも色付きのデータを3Dプリント
することが今までありませんでしたが、
ミマキエンジニアリングさんのフルカラ
ー3Dプリンタがものすごく色の表現が
豊かで、フルカラーのデータを忠実に再
現できました。3Dデータだけでもでき
ないし、3Dプリンタだけでもできない。
そこが融合したのが一番魅力だと思い
ます」

江戸時代の文化財を後世に伝えていく
ために

さらに原さんは「世の中には文化財と
呼ばれるものがたくさんあります。震災
があったり、自然災害があったりしてい
つなくなってしまうかわからない。だか
らこそ、3Dデータとしてまずはアーカイ
ブ化して、保存して残していければと思
います。データがあれば修復のきっかけ
になると思うので、そういったところで
3Dスキャンの技術を役立てていきたい
です」と語る。

遠くから見ていた彫刻を間近で見られ
るように

このたびのプロジェクトに関して、秩父
神社で権宮司を務める薗田氏は、以下
のように話す。

「400年の歴史を誇る左甚五郎の技術
を現代の3Dプリンタの技術で記録をし
ておこうという一つの取り組みでした。
江戸時代初期の洗練された技術をどれ
だけ3Dプリンタで再現できるかという

表紙ページ画像: 今回複製された「つなぎの龍」

上記画像: 原製作所が秩父神社の「つなぎの龍」を3Dスキャンしている様子



「通常は社殿の下からしか見ることができないつなぎの龍を360度どこか
らでも見ることができ、間近で見ることで彩色の絶妙な表現の仕方も改め
て分かりました」

ことの挑戦という意味もございました。
通常は社殿の下からしか見ることがで
きないつなぎの龍を360度どこからで
も見ることができ、間近で見ることで

彩色の絶妙な表現の仕方も改めて分か
りました」

奉納された「つなぎの龍」複製品は、秩
父神社境内内の秩父神社会館にて特別
展示として展示されている。

右記画像：2021年10月20日に行われた奉納式

下記画像：原製作所による3Dスキャンデータと、
フルカラー3Dプリントし奉納された「つなぎの龍」の
レプリカ


